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２００５ バルトン忌のお知らせ  

 第8回下水文化研究発表会11月開催 テーマは「水環境と歴史」  

１．テーマと趣旨 

 人は大昔から水と関わりながら生活してきました。水と

衛生はいつの時代においても生活の基盤であったと考え

られます。水資源に乏しかった時代には水の使い方、使っ

た水を流すことに対する独自の文化が、日本の各地域に生

まれ、今日に至ってきたはずです。また、下水と関わりの

深いし尿についても、資源循環型の処分がなされてきまし

た。その流れは、近代化の過程で断ち切られたとも考えら

れます。しかし、水とのかかわりが疎遠となった今日、今

一度過去から学ぶことは少なくないと考えられます。 

 今回は、会場を大阪に移し、研究発表会考古学、歴史学の

権威をお招きし、本会会員のなかから下水文化史に詳しい

方々にお集まりいただき、トイレ、水、下水の歴史について

語り合っていただこうと思います。研究発表会翌日には、大

阪市内で主に江戸時代以降の水供給と下水にゆかりの地を

めぐる「下水文化を見る会」を３回ぶりに復活します。 

 関西在住の会員の方々、歴史について発表し、意見交換

を望まれる多くの方に参加していただきたく存じます。 

２．開催要領 

日時： 11 月 26 日（土） 9 ： 20 － 17 ： 00 
会場：アピオ大阪 

〒 540-0003 大阪市中央区森ノ宮中央 1-17-5 
地下鉄中央線、JR 環状線｢森ノ宮｣駅下車すぐ 

基調講演：奈良文化財研究所 松井 章氏  

演題：『古代宮都と汚水処理－屎尿と汚水処理』  
講演者紹介：環境考古学、動物考古学専攻。現在、奈良

文化財研究所埋蔵文化財センター遺物調査技術研究室

室長。著書に『環境考古学への招待』（岩波書店） 

研究発表：下記部門の研究発表論文を募集します。  

下水文化史：下水文化（し尿、トイレ、ごみ、排水、水の

使い方、活かし方）の歴史など。 

下水文化活動：下水文化の普及活動、流域の上下流交流、

下水道事業における住民参加など 

下水文化研究：水環境・水資源・水循環の総合的管理、上

下水道事業の経営、民営化など 

海外下水文化：これまでの海外技術移転の課題、途上国に

適した技術、技術移転のあり方、海外の水文化・水事情など 

※ 発表時間は質疑応答を含めて 1 人 30 分を予定してい

ます。応募状況によってセッションの追加、再構成するこ

とがあります。 

パネルディスカッション：「水環境と歴史」（仮題） 

パネリスト：松井章氏（奈良文化財研究所）、長山雅一氏

（流通科学大学）、神吉和夫氏（神戸大学）、栗田彰氏（日

本下水文化研究会）、山崎達雄氏（京都府、日本下水文化

研究会）、山野寿男氏（日本下水文化研究会） 

コーディネーター：勝矢淳夫氏（京都産業大学、日本下水

文化研究会） 

―下水文化を見る会：大阪・水の遺跡の旅― 
日時： 11 月 27 日（日）、午前 10 時～午後 3 時ごろ 
大阪城周辺（現在企画中ですが、上町台地の井戸遺跡、太

閤下水など水利用･排水に関わる遺跡を巡る予定です。） 

３．発表論文申込み・参加申込方法など 

� 論文発表申込み：３ページ参照ください。 
� 参加申込み：研究発表プログラムが確定してから 10月

中に発行予定の会報でご案内致します。 

 今年は、一部の地方では梅雨期にもかかわらず渇水状

態と聞いていたところ、一転して大雨による浸水地域が続

出するなど、不順というよりは異常気象ともいうべき気候

のようですが、今年もバルトン忌のご案内をさせていただ

く時期となってまいりました。下記の要領で実施すること

となりましたので、多くの方のご参加をお待ちしておりま

す。（会員以外の方も歓迎、午前／午後の片方のみ参加も可） 
 記 

１．日時 2005 年 8 月 7 日（日曜日） 
２．行事内容・集合時間と場所 
［午前の部 午前 11 時集合］ 
 バルトン先生墓前での献花など 
 集合場所：青山墓地・島村花店待合室(4ページ地図参照) 

東京都港区南青山 2-34-31 TEL 03-3401-2682       
    日本下水文化研究会・担当者携帯 090-2301-8513    

［午後の部 13:30 ～］  
 講演「松江と W.K.バルトン」 
 島根県立松江工業高等学校教諭 岡崎秀紀先生 
 会場：中央区銀座区民館 

東京都中央区銀座 4-13-17 電話 03(3542)6828 
東京メトロ日比谷線東銀座駅下車５番出口 徒歩２分 

都営地下鉄浅草線東銀座駅下車３番出口 徒歩３分 
 なお、当行事の実施について、創始以来主導されてきた

当会評議員・稲場紀久雄氏は、４月中旬以降、バルトン氏

の故郷スコットランドに滞在され、精力的にバルトン研究

を進められているようです。なお、バルトン氏は、1856 年

5 月 11 日、エジンバラに生まれており、来年 2006 年は、

生誕 150 周年にあたるということから、稲場教授の新発

見、研究成果発表とあわせ、拡大的なメモリアル行事も企

画したいと考えております。 
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 バングラから帰ってきて暇だなーと思っていたら、バ

ングラの成果を持って地球博に参加しないかという話が

来た。暇だったからすぐに参戦した。６月だけだったが地

球市民村の中に小さいながらも独立したパビリオンを一

つ「トイレ探検館」として使えるのでそんなおもしろい事

に参加しない手はない。しかし、金はない。金はないが向

こうで泊まる宿は提供されるらしい。飯が出るかどうか

はわからないがどこぞからなんとか会場まで行く交通費

は出るかも知れない。ついでにパビリオンに出展するも

のを作る金もないが、これも少しなら出るかも知れない。

みんな「かもしれない」なのだがはっきりしているのは出

展までの時間はないということだ。こうなったら展示品

は自分で作るしかない。一人は写真を集め展示用のパネ

ル枠など安くないものかと日曜大工展をうろつき、私も

手持ちの廃材を総動員し、足りない所は百円ショップを

探し回って、奮闘一週間、もう明日は会場の建設という日

になってどうにか出来上がった。こんなんでいいのかと

思うが、まあ、しょーがないのだ。何を言ってももう５月

３１日の夜中にはパビリオンの工事に入って、６月１日

の朝９時にはお客さんを迎えなければならない。迷って

なんかいられないのだ。 

 ５月３１日の夜１０時半、まだ前の月のパビリオンの

搬出が終わったばかりで、私たちの荷物が届かない。じり

じりと待つが、お客さんがみんな出ないと車を入れられ

ないからどうしようもない。大荷物として電車で担いで

きたバングラのパノラマや便所の模型を華やかにライト

アップされた大観覧車の下で先に作っておいたり、照明

の調整をしたりする位しかすることもない。夜はしんし

んと冷えてきて夜露が降りてきてぞくっとする。 

 ようやく車が入ってきて活気づき一斉に荷下ろしを始

める。浄化槽の本物をトラック一杯の大きさで持ってき

ていたが、どうやって下ろすんだーと思ったが、何も道具

もないからみんなで必死になって引き下ろした。パネル

の枠もなかなかうまく組立たず、引っ張ったりたたいた

り、怒ったり笑ったりしながら奮闘する。各自自分の持ち

場を一生懸命作り上げようとしている。 

 朝８時半、何もないがらんとした工事現場で

あったことが想像できないくらいきちんと、ま

あ、清貧のすがすがしさと言ったようなものだ

が出来上がっていた。 

 ９時開場。だーれもこない。９時半、まだ閑散

としている、と思ったら急に人が増え始めた。さ

あ、客引きだ！キャッチバー形式で引きずり込

めー。キャッチアンドリリースだ！とあぶない

客引き隊が活躍し、中に入ったら、もう一人一人

じっくり話を聞いてもらう。そうしているうち

に小学校や、中学、幼稚園などの団体が一斉に押

し寄せてきた。そうして午後３時、ようやく一段

落した会場ではみんなげっそりした顔で「毎日

夜９時まではきつそーだなー」とぼそぼそと

言っていた。 

 結局その夜は１２時近くやっと宿の近くまでたどり着

き、うまいこと２４時間営業の飯屋兼飲み屋を見つけて

ビールにありつけた。なんたって、会場ではスタッフが

ビールを飲んでいるなんてのは、ご法度なのだそーだ。真

夜中ようやくたこ部屋に倒れついた。 

 それからお客さんも毎日１０００人前後は来てくれ

て、他のパビリオンの人たちが「これが有名な便所館です

か。」とか「ウンコビッチ博士ってどなたですか」「これ

が有名なうんこペンですかー」などと聞きにきて、正しい

名前は「トイレ探検館」なのに「うんち館」などと言って

くるやつも出てきた。毎日２００人くらい書いてくれて

いる感想にも「さすがにうんち館の人たちはうんちにく

わしい」などと書かれてしまって、みんな「うんちかん

じゃなーい」とじたばたしていた。 

 ３日目あたりに紀子様も相変わらずの笑顔で一回り見

ていき、テレビや新聞もたくさん来てお祭り騒ぎの大に

ぎわいが続く。何か目玉の展示品が欲しいとその辺に転

がっていたゴミを丸めてきちんと飾り「大発見！！！ 

これが、あの子マンモスのうんち の 化石か？」と書い

ておいた。小学生達は「うそだー！！」と言うが結構人気

は高い。やったものがちなのだ。まあ、うんちに小さく「う

そだよーーん」と書いてはおいた。 

 毎日あいかわらず通りかかる人をどんどん引きずり込

み、この地球に２４億人もの人が便所が欲しいのにない

のだということや、便所がないという中学校や小学校や

幼稚園だって便所がない。病院だって負けていない。そん

な話をこの間行ったバングラディシュの村の模型や写真

を見てもらいながらしゃべり続けたら５日でのどがつぶ

れた。青年協力隊でアフリカへ先生として行っていた女

の人に、子供達がどのような苦労をして勉強をするのか、

環境を作ることがいかに大変かを語ってもらい、それを

聞いていたスタッフも又他の人に同じ話を語りかけてい

きます。小さなパビリオンの中の展示物は金もかけられ

ずに貧弱だけれど、語り合う熱気が満ちています。 

 バングラの説明では、本当は私たちがいくら便所を

作ってもだめなのだと話します。便所を作ってから村の

        愛･地球博に参加しました    本会会員 高村哲 

地球･市民村 「トイレ探検館」 



ふくりゅう 平成17 年7月20日 
日本下水文化研究会 

Japan Association of Drainage and Environment 
Page 3 

人たちみんなに集まってもらって、何日も勉強会を開いて

います、本当はその勉強会の方が大切なのです。きれいな

便所を作ってあげるよりも、美しい食物連鎖のマンダラを

使って、楽しみながら、笑いながら、うんちやおしっこも

たくさんの生き物をへて回って地球の上で広く大きく

巡って、また私たちの元に戻ってくるという考え方を理解

してもらうことの方が大切なのだ、大きな循環の輪の中の

どこに自分がいるのかと言うことをわかってもらうこと

が大切なのだと話し続けました。 

 きれいな水をあげるより、今飲んでいる水がどれほど危

険なのか理解してもらう方が良い。わかれば自分で何とか

しなければいけないと思ってくる。それを目指すのだと話

し続けた。自分で考えて自分で解決することが一番大切な

のだと話した。 

 でも私たちはエキスポで何でそんなにみんなに語りか

けているんだろうとふっと思います。自分のためになるこ

とはなーんにもないのに。滞在費も、もつかもたないかい

つも不安にかられながら、帰りの電車賃があるのかも

心配しながら、立ちっぱなしは疲れたなと思いながら

朝９時から夜９時までみんな次々と人を捕まえては話

しています。 

 感想文にこんなのがありました。 

   「何も知らずにのんきに生活していて、はずかしい

気持ちです。エクスポの本当のパビリオンがこの村だと感

じました。みんなでこの地球を大切にせねばと痛感しまし

た。K/M ６月２日」とか、食物連鎖の考え方を見たメキシ

コのおっきなはげの建築家が感動してくれて、子供達がに

ぎやかにうんちの落書きを書いている中に椅子をもって

きていっしょになって、「日本に来てここに出会えて良

かったよ」と南国の人特有の顔一杯の笑顔でじっくり感想

文を書いてくれました。彼はどうしても食物連鎖の曼荼羅

がほしいと言うことで、飾っていたのを差し上げたら大喜

びで持って帰り、しばらくしてから自分の都市計画のＣＤ

データを持ってきて、「自分の都市計画と考え方が同じだ」

と大力説し、エキスポに来て良かったと帰って行きまし

た。 

 また他のお客さんで「いったいどこの会社に金をもらっ

てるんだい。スポンサーはどこなんだい」と聞いてきた方

がいます、説明しても「あちこちから金をもらわなけりゃ

あこんな事ができるわけはないじゃあないか、それとも変

人の集まりなんだね」と納得して帰って行きました。 

 外国の娘さんはパビリオンの外にぐるっと張り出した、

バングラディシュでの勉強会用に作った紙芝居がどうし

ても欲しいとたずねてきて、２日目も又来たのでプレゼン

トした。「みんなにこのことを話すんだ」としっかり胸に

抱いて帰って行った。 

 知って喜ぶ、知って悲しむ、知って考える、知って黙る、

知って行動する、知って愛しくなる、知ってアホだと思う。

その知るという場所を提供できる喜びだけで私たちのパ

ビリオンの仲間達は動いている。少なくとも現場で一人一

人に語りかけ続けている仲間達はそう考えている。 

あらためて思うのですが、知ると言うことは大切なので

す。難しく学ぶのではなく、楽しく、美しくわかってもら

うというのは大きな力なのだと思います。本当はもっとた

くさん人にこのパビリオンで話したいのです。たくさんの

ことを知ってもらいたいと思っています。６月いっぱいで

すが良い経験をさせてくれた友人達に感謝します。企画

し、声をかけてくれてありがとう。私はいつも出来る限り

のことをやっています。         GNOMES 
トイレ探検館を訪れた小学生 

研究発表会発表論文の募集 
 (1) 発表の申込 

 発表希望者は、次の要領で申込をしてください。発表申

込は論文提出ではありません。なお、論文は、概ね 1,600
字× 6 ページ程度とご承知おきください。 

� 提出書類:同封（メールでお受け取りの方には、ふくりゅ

うとともに e-mail に添付しています）の発表申込書を

ご使用ください。 

� 申込書の作成要領：申込書の書式にしたがって下記を

記入してください。 

(ｱ) タイトル・著者名・所属名、(ｲ) 要旨：日本語 400
字以内、キーワード、(ｳ) 応募部門：４部門（1ﾍﾟｰｼﾞ参
照）からひとつをお選びください。 

� 連絡先（連名の場合代表者） 

� 申込締切： 2005 年 8 月 13 日（土）必着 

� 応募先：ふくりゅう最終ページ記載の連絡先まで郵

送、FAX、e-mail で提出してください。 
(2) 論文作成要領の送付 

 論文応募いただいた方には論文作成要領を８月中に発

送致します。なお、応募された論文要旨から、宣伝的な

もの、個人に対する誹謗を目的とするものと運営委員会

が判断した場合には、発表をお断りすることがありま

す。 

(3) 論文の提出 

� 提出締切： 2005 年 9 月 30 日（金）必着 

� 提出先：発表申込と同じ 

� 発表形式：口頭発表。発表では、プロジェクターが使用

できます。パーソナルコンピュータは準備しますので、

プレゼンテーション用ファイルをご用意願います。     
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 第 34 回定例研究会を下記の通り開催いたします。今回

は、海外技術協力分科会のプロジェクトを行っているバン

グラデシュから、Md. Azahar Ali Pramanik 氏をお招き

し、衛生改善と貧困解消の関連についてお話をいただきま

す。Pramanik 氏は水と衛生の分野で長い活動経験をお持

ちで、近頃 NGO 団体 SPACE をたち上げられました。 

 当日は、“Contributions of  Sanitation in Poverty 
Reduction – The Contexts of Bangladesh”という演題で

衛生改善が健康リスクの軽減と住民の幸せにどのように

寄与するかについて、語っていただきます。 

 なお、当日は昨年度、地球環境基金の助成を受けて造っ

たトイレの使用状況を含めた現地における最近の活動報

告、愛･地球博への参加報告も併せて行いたいと思います。 

 Pramanik 氏の講演は逐次通訳付きで行います。ふるっ

てご参加いただきたいと思います。 
記 

� 日時：平成 17 年 8 月 13 日 13 時～ 15 時 30 分 

� 場所：日本水道協会 水道会館 会議室 

千代田区九段南 4-8-9、担当者携帯 090-7416-6354 
交通:JR 及び東京メトロ（有楽町線、南北線）市ヶ谷駅 

雨水東京国際会議のお知らせ 
“つなごう世界、救おうアジアの水危機”をテーマに 

島村花店 

第9回総会報告 

 去る５月 21 日(土)の 13:30 から 15:40 まで，日本水道

協会会議室において第９回日本下水文化研究会総会が開

催されました。 

 議事の前に，まず西堀代

表評議員からは，「バング

ラデシュ農村地域におけ

る衛生改善のための普及

啓発活動」の成果を高く評

価されるとともに，本会の

事業が海外に向けて拡大

していく時，大きな壁と

なっている資金面の問題

を解決しなければならな

いと指摘され，水と環境の

時代において地球規模で

本会の更なる活躍を祈念

し，挨拶とされました。次

に平成 16 年度における屎

尿研究会，海外技術協力分科会，関西支部の活動について

は，それぞれ地田副代表，高橋委員，木村関西支部長より

報告がありました。 

 続いて，本会代表である酒井氏が議長に選任され，総会

の議事に移りました。 

総会は，正会員 307 名中，出席者 26 名，委任状提出者 112
名を持って成立し，審議された議案は以下のとおりであ

り，全て滞りなく承認されました。 

第 1 号議案：平成 16 年度事業報告の承認ならびに会員の

現況報告に関する件 

第 2 号議案：平成 16 年度収入支出状況報告及び会計監査

の承認に関する件 

第 3 号議案：財産目録の承認に関する件 

第 4 号議案：役員の改選に関する件 

第 5 号議案：平成 17 年度事業計画及び予算に関する件 

第 6 号議案：総会議事録署名人の選任に関する件 

 なお，総会の終了後に，約１時間にわたり和やかに懇親

会が行われました。     （運営委員 甘 長淮記） 西堀代表評議員 

バルトン忌会場案内図：最寄り駅は

東京メトロ外苑前駅(銀座線)あるいは乃木

坂駅（千代田線）です。 

 雨水東京国際会議が 8 月 1 日から 7 日にかけて墨田区内で開催されます。

本会もこの会議に協賛し、実行委員会にも参加してきました。会議では、直

面するアジアの水危機に、国内外における市民、行政、企業、教育者および

研究者が集い、技術、政策、教育および文化などの観点から、さまざまな課

題が取り上げられ、実践的な取組みからさまざまな英知が持ち寄られること

になると思います。議論した成果は、アジアばかりでなく、アフリカや中南

米の水危機打開への取組みにもつながっていくことになると期待されます。 

 詳しいプログラムや参加申込み方法は、http://www.tap-skywater.jp を参

照していただくとして、大まかな日程ならびに本会の関連行事を紹介してお

きます。 

 8 月 1 日(月)からは、すみだリバーサイドホール・ギャラリーでポスター展

示が始まります。昨年度からともに活動している「東本願寺」における修復

工事中の雨水利用についてもポスター展示が行われると聞いています。3 日

には「自由発表」、4 日に自治体セッションが行われた後、5 日(金)･6 日(土)
にはイベントホールにおいて、メインフォーラムとして、基調講演「救おう

アジアの水危機～切り札は～雨水利用」アシット.Ｋ.ビスワス（第三世界水管
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 平成 17 年 6 月 3 日（金）、東京・飯田橋の東京ボラン

ティア・市民活動センターで「第 35 回屎尿研究会例会」

が開かれました。今回のテーマは「劇映画にみる下水道の

世界」です。日本の映画ばかりでなく外国映画にもくわし

い安彦四郎氏（現日本下水道協会、元東京都下水道局）に、

特にお願いをし、劇映画に登場する下水道について、４本

のビデオを放映しながら解説していただきました。 

 まずイントロとして、下水道が登場する映画を強奪編、

脱獄編、怪奇編、戦争編に分類しての例示がありました。

日本映画で下水道を舞台にしたものが少ないのは、大口径

の下水道管が少なく撮影技術上むずかしかったからでは

ないかとの指摘がありました。外国映画に登場する下水道

は、大きな運河や川を覆蓋した下水道で撮影されたものが

多いとのこと。 

 次に、ロンドンやパリの下水道の歴史についての話があ

り、ご自身が見学されたパリの下水道博物舘の紹介もあり

ました。 

 いよいよ、ビデオ化された映画のさわりの場面の鑑賞で

す。外国映画を３本、日本映画（劇仕立ての広報映画）を

１本。以下、さわりのさわりを紹介します。 

① 「レ・ミゼラブル」（原作：ビクトル・ユゴー、十数回

映画化） 舞台は、セーヌ川沿いのパリの大環状下水

道。パリでの市街戦の最中、偶然見つけたマンホールか

ら下水道に潜入し、重傷のマリウス（共和主義者）を背

負い、下水道管内を逃げ歩くジャン・バルジャンの姿は

圧巻です。数時間後にセーヌ川への脱出に成功し九死

に一生を得ます。 

② 「第三の男」（1952 年、キャロル・リード監督） ウィー

ンの下水道が舞台。越流堰と、ドナウ運河に注ぐ地下鉄

並の大きさの放流渠（川を覆蓋）が映し出されます。こ

の中を、オーソン・ウェルズ演じるペニシリン密売人が

警察に追われ、逃げ回ります。侵入したマンホールの蓋

は、花弁のように何枚かに分かれて開く珍しい形式の

もの。捜査員のカン高い声が管渠の中にこだまします。 

③ 「地下水道」（1957 年、アンジェイ・ワイダ監督） 下

水の臭気がスクリーンから漂ってくるような映像。舞

台は、第二次世界大戦下のポーランド・ワルシャワの下

水道。武装蜂起した地下抵抗運動者たちが、雨水吐を

通って河川への放流口にたどり着くが、そこには頑丈

な鉄格子がはめられています。さらに、マンホールの立

ち上がり部には爆弾が仕掛けられています。汚水とガ

スの発生に悩まされながら、最後まで友軍による解放

を信じていたが･･･。 

④ 「汚い！といったお嬢さん」（1950 年、東京都製作） 

劇仕立ての下水道広報映画。叔父さんさんから勧めら

れた縁談を、相手が下水処理場で働いていると聞いて

あっさり断ったお嬢さんが、下水道の役割とその大切

さを次々と説明されて、仕事の重要性を理解し、ハッ

ピーエンドに終わる、というものです。散水ろ床、パド

ル式ばっ気装置、シンプレックス式ばっ気装置などと

ともに、五十数年前の東京のなつかしい風景が写しだ

されます。                        

（屎尿研究会会長 地田修一 記） 

屎尿研究会第35回例会（「劇映画にみる下水道の世界」）報告 

屎尿研究会 これからの例会の予定 
第３７回例会； ９月２日（金）午後６時３０分～ 

   「大正８年の屎尿問題－その定量的検討－」：稲村光郎氏（本会会員） 

 屎尿が有価物から廃棄物へと変貌する節目となる大正８年頃の屎尿処分問題を、屎尿の発生量、取引量、掃除賃、

肥料としての価格などに基づき定量的に検討する。 

第３８回例会；（兼 第３５回定例研究会）１０月７日（金）午後６時３０分～ 

   「都市近郊農村の下肥利用」：堀充宏氏（葛飾区郷土と天文の博物舘） 

 江戸の町が都市として形成されてくるとともに、人糞尿の処理が大きな都市問題となったが、周辺の農村が肥料と

して購入したことによって解決され、以後、都市とその近郊農村は密接にリンクされたが、･･･ 。 

  会場：東京・飯田橋の東京ボランティア・市民活動センター Ａ会議室（第 37 回）、Ｂ会議室（第 38 回） 

     （セントラルプラザ 10 階）、電話： 03-3235-1171、ＪＲ･地下鉄 飯田橋駅下車１分          

理センター所長）、基調報告「日本における雨水利用の 10
年間の展開、および今後の方向性」辰濃和男(雨水東京国際

会議実行委員長)が行われます。その後、本会評議員も務め

られている高橋裕先生の司会のもと「国際雨水サミット」

として国連環境計画、国際雨水資源化学会、ドイツの雨水

と排水の有効利用技術者集団、国土交通省からの招待者と

ともに、筆者が参加し、雨水と衛生の関連について問題提

起を行うことになっています。このなかでは、国連ミレニ

アム開発目標に取り上げられているトイレのない人口に

ついての最近の調査結果を紹介するとともに、マクロな目

標ばかりに着目するのではなく、本会のバングラデシュに

おける活動実績を紹介しながら、ローカルの地域社会に適

した衛生技術を導入していくことの重要性を述べたいと

考えています。 

 5･6日には、併せて8つのテーマで分科会が行われます。

本会では筆者が「雨を捨てない保水型都市へ」、高橋運営

委員が｢雨水を活かした緑豊かなまちづくり」のそれぞれ

の分科会に参加してきました。｢保水型都市｣の分科会で

は、海外からのパネリストも参加し、もっぱら雨の排水を

意図してきた都市のさまざまな弊害を克服するために、市

民が行動しやすい仕組みをどうしたらつくりあげられる

かを議論することになっています。（本会代表 酒井彰記） 



編集後記 ふくりゅうの本号を編集していて、改めて本会の交流の広がりの大きさを感じて

います。万博という多くの人が集まる場で、我々の活動を紹介する。そのことで海外も含めた

交流があったと聞いています。まさに“地球市民村”の役割が果たせたのではないかと思いま

す。１ヶ月という長期にわたって、さまざまな悪条件のなかで奮闘された方々に感謝するとと

もに、お疲れ様でした。 バルトン没後100年事業の時には話題にならなかっ

た「松江とバルトン」という講演を聞くことができるのも、多摩源流に 26 人

もの方が集まるのも、地道な積み重ねの成果という気がします。活動の多様

性が維持されているのも本会の特徴にしたいと思います。 （酒井 彰）   

「ふくりゅう」では、原稿募集をしております。「水」につ

いて思うこと、身近な話題、会に対するご意見やご提

案、どのようなことでも結構ですから事務局までお送り

ください。 

ホームページもご欄ください 
http://www.jca.apc.org/jade/index.htm 

関西支部 http://www1.kcn.ne.jp/~k-atsuhi/ 

特定非営利活動法人 日本下水文化研究会 

〒162-0067 新宿区富久町6-5 NJS富久ビル別館３F 

TEL & FAX 03-5363-1129 e-mail: jade@jca.apc.org 
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中川金治翁の会に参加して 
 昨年、藤森さんより中川神社再建の寄付の依頼をお受け

したことが縁で、多摩川の源流水干の 1 滴から始まり、私

達下流住民の飲料水となっている多摩川の水は中川金治

翁を軸とする近隣山村の人々の努力により守られ、今日に

至っていることを知り、毎日飲んでいる水に感謝し、この

水を子孫にまで守り続けていかなければならない責任を

感じました。 

 また、会に参加している中川金治翁のご子孫をはじめ、

水源林を守る仕事に携わっている方々、郷土文化を研究し

ておられる先生、さらに、丹波山村の自然を守ってくださ

る村の方々の温かい人柄にふれ、田舎のない私にとってふ

るさとが出来たように思っており、訪れるたび、心身とも

リフレッシュ、充電、豊かになり帰ってこれます。 
これからもこの人々の繋がりを大切にし、一人でも多くの

人に伝えていかなければと思っております。 
（日野市・半田弓子さん） 

2005 多摩源流まつりに参加して 
 5 月 4 日(水)、第 19 回多摩源流祭りが山梨県小菅村で開

かれました。下水文化研究会も恒例によりこれに参加しま

したが、今年の参加者は藤森さんの知人・友人の輪が広が

り、26 名が集まりました。年齢構成は出雲市から参加した

松島きわさん(83 歳)から未就学の児童まで多彩な顔ぶれ

でした。広場に繰り広げられた祭典イベントを見学し、地

元特産のソバ、こんにゃく、ヤマメの塩焼き、大鍋などに

舌鼓を打った後、日没後は天高く燃え上がる「お松焚き」

の火柱と山会いにこだます大きな打ち上げ花火を堪能し

ました。儀式には山伏役が上下流から 5 人づつ選ばれます

が、昨年は下流側からわがグループの前田守仁さんが指名

され山伏装束に身をや

つし、口上を述べ、立派

に大役を果たされたと

報告がありました。 

 その晩は定宿になっ

ている山水館(やまみず

かん)に泊まりました。

宴会に引き続き、余興で

盛り上がりました。山水

館の船木公二さんは元

東京都水道局長の船木

喜九郎さんの親戚です。そういわれてみれば隣近所は殆ど

が船木姓でした。 

 翌 5月 5 日(木)は東京の水源である多摩川源流の笠取山

の水干(みずひ)に登りました。参加者の大部分は笠取小屋

(標高1,776m)までの片道約2時間の行程で往復し、健脚の

有志数名(ここでも前田さん、半田さんがリーダー)は水干

までさらに足を伸ばし、水源の貴重な水を汲んで帰りまし

た。多摩川は水干から河口まで延長 136km です。好天に

恵まれたゴールデンウイークの 2 日間、水道を巡る上下流

の人々の交流の輪が広がり、相互理解は一層深まりまし

た。          （本会評議員 齋藤博康さん） 
 
 先日は、「多摩川源流祭」と言う伝統ある研究会の催し

に加えていただきたいへんお世話になりました。初参加で

ありながら、私どもは年寄りを含め総勢 4 人、さぞかしご

迷惑だったと思いますが、リーダーの藤森様はじめ皆様の

温かいお心遣いで、83 歳の母も東京の水源の緑を満喫し、

このほど元気に出雲へ帰郷することができました。本当に

ありがとうございました。 （三鷹市・松島義孝さん） 

2004 中川金治翁を偲ぶ会 2005 多摩源流祭り参加者より 

ふくりゅう 通巻43号目次 

第８回下水文化研究発表会開

催案内 

1 

2005バルトン忌のお知らせ １ 

愛・地球博に参加しました ２ 

第9回総会報告 ４ 

第34回定例研究会のお知らせ ４ 

雨水東京国際会議のお知らせ ４ 

屎尿研究会第35回例会報告 

これからの例会の予定 

５ 

運営委員会・事務局より 
● 海外技術協力分科会では昨年と同様バングラデシュスタディツアーを行います。昨年建

設したトイレの使用状況を視察し、導入した村の人たちが集まるワークショップに同席

することができます。また、本年度活動のパートナーに予定している NGO のプロジェ

クトサイトや住民への衛生教育の場などにも参加させてもらう予定です。元気な子供た

ちがたくさん迎えてくれるバングラデシュに行ってみませんか。老若男女を問いません。 

ご自身、ご家族、お知り合いに声をかけてみてください。詳しくは下記の URL へ。 

● 本年の下水文化研究発表会は大阪で開催します。テーマは「水環境と歴史」としました。

本研究会はもともとこうしたテーマに関心のある方々が集まってできたと聞いており

ますし、大きなイベントはいつも東京開催で参加の機会が少ないと思われている会員各

位の参加をお待ちしています。発表論文の申請も是非ご検討ください。 

山伏の点火 
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